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インタラクティブ・ライティング・コミュニティを

活用した英語コミュニケーション教育

今村 洋美*

Facilitating Communication in English

on Interactive Writing Community Web Site

Hiromi IMAMURA*

1.はじめに

学生たちの英語コミュニケーション活動を促進するため, InteractiveWritingCommunity

( I WC)サイト(http://www.sfc.kelo.aC.jp/iwC/IWC/)上で1998年度以降4年間にわたり,

慶応大学,上智大学,中部大学をはじめ国内外の学生たちと様々なトピックについて英語による

コミュニケーションを行ってきた。1)

このIWCは, 「文章は書かれるだけではいけない。読まれなければならない」をモットーと

して運営されている。つまり,参加学生が常に「読者」を意識しながらテーマに添った英文を書

いてIWCに掲載したり,他の興味ある英文エッセイに対する「コメント」を英語で書き込んで

いくことで,クラスや大学の枠を超え地球規模での英語によるコミュニケーション活動を促進し

ていくことを目標として実施されてきた。 1998年度以降毎年このIWCを開発・実践していく中

で様々な問題点が生じたが,より有効に学生たちに活用されるように,さらに改良しヴァージョ

ンアップしたIWCの開発および実践を進めていった。 1998年4月から1999年7月(第1期か

ら第3期)までの開発および実践内容は,論文「インタアクティブ・ライティング・コミュニティ

(IWC)の開発と実践」の中で報告している。2)

本稿では主として, 1999年7月までに「インタラクティブ・ライティング・コミュニティ

(IWC)」を開発し運用する中で生じた問題点や課題3)を検討することにより, 1999年9月以

降ヴァージョンアップしたこのIWCの改良点や特徴を報告し,改良されたIWCを実際に活用
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して取り組んだ英語コミュニケーション記録の特筆すべき点や今後の課題や可能性について述べ

ていきたい。

2.インタラクティブ・ライティング・コミュニティ(IWC)の開発と改良

1998年4月から1999年7月(第1期から第3期)までの開発および実践を経て, 1999年9月

(第4期)以降,このインタラクティブ・ライティング・コミュニティには数々の点で改良がな

された。ここでは,それらの主な改良点を具体的に解説したい。

2.1インデックスページの刷新とカテゴリー&トピックの充実

1998年4月から1999年7月までをIWCの初期段階とすれば, 1999年9月(第4期)以降ま

ず大きく変わったのは, IWCのインデックスページの刷新と,カテゴリーおよびそこに盛り込

まれたトピックを充実させたことである。

第3期のI WCは,大きく分けて"Essays onBBS"と"InterculturalClassroomConnections

icc)"の2つのコーナーから構成されていた。 ICCのサブカテゴリーには「1.Annual・Events

andFestivals」と「2.DailyLife」が設けられ,そこに各トピックが配列されていた。さらにそ

れらのカテゴリーに入らないエッセイを投稿できるよう「3.0thers」というカテゴリーも設定さ

れていた。4)

第4期以降は, 1つ目の"EssaysonBBS"を「Globa1Issues」, 「FOr&Against」, 「Writing

forPIeasure」, 「IntrOspeCtion」の4つのカテゴリー-と再編成し, 2つ目の"ICC"をいくつ

かのトピックを見直して新しいカテゴリー「InterculturalClassroomConnections」とし,すな

わち計5つのカテゴリーとした。その内訳として, 「GlobalIssues」には"ReachingOutfor

WorldPeace"をはじめとする11のトピックが, 「InterCultural ClassroomCOnnections」には

「1.AnnualEventsandFestivals」の"NewYear"をはじめとする8つのトピックと「2.Daily

Lifё」の"CeremoniesandCustoms"をはじめとする18のトピックの計26のトピックが, 「FOr

&Against」には"College Students: Should theystudyhard?"など22のトピックが, 「Writing

forPIeasure」には"WhatI'mThinkingMostAbout"など15のトピックが,そして最後の

「IntrospectiOn」には"IwOuldnOtbewhatIamtodaywere itnotfor..."をはじめとする12のト

ピックが提供されている。つまり, 5つのカテゴリ一計86ものトピックが提供されている。次

ページの図1は,第7期(2001年前期)のIWCのインデックスページの1ページ目である

(http://www.sfc.keiO.ac.jp/iwc/IWC/ index_2001s.html) 。これをみても　2001年度前期だけで

もこのIWCに国内外から24,507人がアクセスし1,259の英語のエッセイが投稿されたのが分か

る。
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KeiO University students in Japan invite classroOms from around the wOrid to discuss сu一ture

and other interesting topics using theirBulletin Board System.

This website was 一ast updated On Marсh 29, 2001.

BBS pages are updatedjustin time by ВВs program.

1. What is IWC?　　2. What's happening?

薄About IWC　　　　　・Find a PersOn

嶺IWC HowTo　　　　* Find an Essav

瀞S軸　　　　　番目оtToDiCs Of BBS
番地叩ents　　　嶺FOr&Aaainst Survey

3.Who will win the
races?

ォWritina Marathon

Comment Olympics

やpeer Essav Evali」atiOn

・Peer Comment Evaluation

替地　　　　　簿Interactive Readinq cOimmunity

* IWC: Creatina the ties that bind students all over the world toaether

歯PartiCioatiOn Guidelines for Keio University. SFC and SOрhia Universitv Students

Currentlythere are 1 259 artiсles.

YOuarethe車2牛土07　thVisitOr・

The two boxes afterthe topics indicate the number of essays and date of lastessay posted.

lФbal Issues
∴　や　　　三二:!∴.ニ　!';・:三三~こ∴~;:E:=-;,こ蕊,よ.　　∵了:照　£三補L=熊　はォiV、芸尤よ:㌫it幾　二

」
We have now reached the point

wherewe can seethebeginnIng Ofa

newglObalsOCiety. We wH havetO

think Of OurseIves not as individuals

apart from Other human beings, but as

individualswhoare immersed in, andare of,

common humanity. Students wH сonsider

the themes whiсh are important for the

COmmOn destiny Ofthe wOrld.

What is true happiness?

http://www.sfc.keiO.ac.jp/iwC/LWc/newbbs20Ol s/index.cgt

ICI-tercultur-lCIaミsroo-
connections
・ン㌢転∴二、、濫二:;二.-;∴てこ、∴こ土1三や.丈・で.二三:.i..;),=、,I.、こせ-;こぶ∴.;∴J
InterCulturalclassroomconneсtionsglVeS
studentstheopportunitytOeXplOremany
aspectsofJapanesecultureandother
culturesandgainadeeperunderstandingOf
eaсhсu一ture.ThesharedpersOnal
eXperienCesandknowledgewHbeakey
unloсkingthewondersOfacountry
thousandsofmilesaway.

1.ANNUALEVENTSANDFESTIVALS

図1 IWCのインデックスページの1ページ目(2001年度前期)
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IWCのインデックスページは,カテゴリーとそこに盛り込まれたトピックを充実させただけ

でなく,各トピックの後にエッセイの投稿数と最新エッセイの投稿日が掲示されるようになり,

現在のIWC状況が一日で分かるようになった。さらに,最新のエッセイが48時間以内に投稿

されたトピックには,各トピックの前の印が赤く点灯するようになった。これにより,ホットな

話題が何であるかが分かり易くなり,新しいエッセイを読んでみようという気持ちも強くなり,

以前にも増してインタラクティブな英語によるコミュニケーションが促進されるようになった。

2.2　新規エッセイ投稿ページの刷新と機能の充実

2つ目に大きく変わったのは,新規エッセイ投稿ページを刷新し機能を充実させたことであ

る。

新規エッセイを投稿するには,まずIWCのインデックスページに表わされている様々なトピ

ックから興味のあるものをクリックし, "HOwtoContributeYourNewEssay"というコーナー

(図6参照)をクリックすると,新規エッセイを投稿するページとなる。次ページの図2は,

1999年9月以降に改良されたIWCへの新規エッセイ投稿ページである。旧バージョンの「図6

IWCへの新規エッセイ投稿ページ5)」と比較してみよう。

まず, "YourName''のコーナーに以前は学校名も一緒に記入するよう指示されていたが,

"School"のコーナーを独立させて記入しやすくなった。しかも,もしも"YourName" , "School" ,

``Title OfyourEssay", "E-mailAddress"のどれかに記入漏れがある場合, "post"のボタンを押

すと以下のような警告が現われ,記入漏れを防ぐよう工夫がなされた。

Please fill out the article form

*Your Name

*SchOoI

*Title

<E-mail Address

The item(s) above are empty. Please go back with your browsers back button and fill

Out above item(s).

次に改良した点は"Essay"コーナーの充実で,今回の変更で最も改善された点である。以前は,

まず別のWordPrOcessorで原稿を書いてスペルチェックをかけた後それをコピー&ペーストし

て投稿するよう指示がなされていたので,パラグラフ構成について意識しないで書く学生が多く,

貧弱な内容のエッセイも多く見られた。そこで, "Essay"のコーナーを"Intr.OductiOn", "BOdy",

"Conclusion"の3つのパートに編成しなおし,投稿する際3つのパートに分けてコピー&ペース

トさせることにより,英文のパラグラフ構成を意識して書くよう指導ができるようになった。
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Yo ur N am e

I

E -M a i
W he n som eOn e m akeS a C Om m en t On this essay, an e-m ailw ill be se nt tO y O u

luノ～…"-′一一Y〝."m"、Y′ "u′J′〝.ーり.メ.J"州一…"」

H Om e Pa ge U R L

L .

S c h o o l
O K eiO S Fc , Jap an

0 s op hia U niversity , Ja pan

T he Othe rS (p -ea Se Put yO ur SChO O一一s na m e b elO W .)

I

a pieaSe C h eCk this b OX.(T he InfO rm atiO n abOv e w … b e stO red in the brO w ser. W h enev er

yO u v isit th e w eb site ag ain ,y O u d O not have tO inp ut this in fO rm atio n. U sing H TT P -COO kie )

T itle o f y ou r essay

ーげ.u′.′′ 叫- 〝。"ーP洲′一̂.り.〃L～n一 ′1-.メ.PW′Jル"ハW W……ル""" …h…′d.～ー〃;".′一.WW仙ゾ"mm叩YY"1′"一一.̂ー""一 ′ノ′..A.i

E ss a y

In O rd er tO P OSt a n e sSay O n this B BS , yo ur essay m u st Con sist o f thre e parts: ーntrOd uCtiO n,

B Ody , a nd cO nc ーuSion .T he esSay m ust alsO hav e m ore tha n 3 0 0 w o rds.

In t ro d u сt io n

T he first pa rag ra ph s hO u-d Clearly eX pre ss w ho yO u r essay is aim e d at, w hy y O u

are w ritin g the es say, w h at issu e yo u're ad dre ssing , an d the g oa l o f th e essay .

ВO d y

A fte r the intrO du CtOry pa rag rap h, y ou shO uld eーab orate o n th e is sue and gO aー in

the f0 -1ow ing w a yS : by g iving exa m ples, COm p an sO ns, b y statin g cau ses a nd

effe cts, an d etc. ーf y Ou p la n tO w rite m O re tha n tw O pa rag ra ph s fo r th e bO dy ,

le aV e On e ,ine SP ace be tW ee n the paragraphs .

C on e u s io n

In the c On c tid in g p ara graph , yo u s hOu ld sum m a riz e the c On te nts Of yO u r eS Say I

Y ou ca n e ffe ctiv ely co nclud e yo u r essay in th e fo llo w in g w ays : by restating the

iss ues yo u ha ve d iscu ssed , by e m p hasizing the m ain po ints o f th e essa y, by

ask in g stim u lating q uest)On S to the inte nd ed rea de rs ab o ut th e issue S in y 0u r

ess ay, an d e tc .

S um m arу O f Y o u r Essay (w ith in 5 sen te nCeS)

lP"I

Inten de d A u dien ce

W rite w ith y o ur inte nd ed au die nce in m in d.

Ess ay P assw o rd

If yo u w a nt to de lete th is essay afte r yo u subm it it, y ou n eed to in put th is pas sw o rd.

Г-血

Interactive W riting c om m u nity Project, K ei。 y SFc JA PA N A t!l righ ts since
19 98

図　　　weへの新規エッセイ投稿ページ(1999年9月以降改良版)
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もちろん,投稿された文章は,エッセイの表示画面上では3つのパートがつながって1つのエッ

セイを形作るようになっている。さらに,以前はエッセイではなくチャット感覚で非常に短い文

章などが投稿されたこともあったが,今回の改良により, 300語以上のエッセイを書かないと投

稿できないようになった。もしも　300語以下のエッセイを投稿すると以下のようなメッセージ

が現われ,現在のエッセイの語数も表示してくれるので,あと何語以上書き足せばよいか把揺す

ることもできる仕組みとなっている。

YourEssaymusthavemorethan300words.

YourEssaywas258words.

Pleasegobackwithyourbrowsers'`back'buttonandfilloutaboveiteml
.(s.

さらに今回の改良で新しくзつのコーナーを増設した。それは, "SummaryofYourEssay"と

"IntendedAudience"と"EssayPasswOrd"のコーナーである。 "SummaryofYourEssay"には5

文以内でエッセイの要約を, "IntendedAudience"にはどのような人に特に読んでほしいかを書

き込んでいく。この2つの情報は,後で紹介する"FindanEssay"のコーナーに掲載され,どのよ

うな内容のエッセイであるかなどが一目で分かり読みたいエッセイを探す際に大いに役立つよう

になった。最後の"EssayPassword"のコーナーは,パスワードを入力してから投稿できるよう

になったため,以前はいったん投稿したエッセイを訂正したいと思っても管理者しか削除できず,

訂正してもらうのに時間や労力がかかったのが,投稿した本人でも訂正が簡単にできるようにな

った。

(6)
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2. 3　Search機能の充実

3つ目の改良点は,いつくかのSearch機能を作り活用できるようにしたことである。主に,

"FindaPerson "FindanEssay", "HotTopicsofBBS"の3つのSearch機能を作り　IWCの

インデックスページの「2. What'shappening?」の下位項目としてリンクを張ることにより(図

1参照),投稿した学生や友人のエッセイを探し出しやすくし,さらに英語でのコミュニケーシ

ョンが促進されることをめざした。

1つ目の"FindaPerson　をクリックすると,FirstnameのイニシャルからIWCに参加してい

る学生のエッセイ記録を探すことができるようになっている。例えば, Firstnameのイニシャル

が"K"の学生を見てみよう。 "K"をクリックすると,イニシャルがKの学生の投稿記録が次ペー

ジの図3のように現われる。各参加学生の名前の下に"Distance"とあるが,これはこの工WC

にエッセイを投稿する度に6kmが,コメントを書く度に3km7う号自動的に加算されていき,そ

の合計が記録として棒グラフとなって表わされるようになっている。名前の横には, "E-mail",

"Web", "SchOOi"名と最後に投稿した日時が記録されている。 "E-mail"と"Web"をそれぞれクリッ

クすれば,その学生にメールが送れる画面が立ち上がったり,その学生の作った"Web"も見る

ことが出来る。ただ, "Findaperson"機能は,各学生が自分の名前を少しでも間違って入力して

しまうと(大文字と小文字の違いでも)別人物とみなされ, 2ヶ所以上に記録が分散して載って

しまうので,注意して自分の名前を入力させなければならない。しかし逆に,自分の名前を常に

正確に英語で書けるようにさせるのにはよい指導法であるとも言えよう。

次に, 2つ目の"FindanEssay"について解説しよう。図4は　2002年5月13日から19日ま

での過の"FindanEssay'で,この過に投稿されたエッセイの概要が一目で分かるようになってい

る。 「2.2　新規エッセイ投稿ページ」でも述べたように,今回の改良で新しく増設した

"Summary OfYOur Essay-'と"IntendedAudience"に書き込まれた内容もここにまとめられて表示

されるように設定されたおかげで,最近話題のトピックや興味のありそうな内容のエッセイを容

易に見つけだし,読んでコメントを書きやすくなった。

最後に, 3つ目の新機能の"HOtTopicsofBBS"を見てみよう。これは,それぞれの学期ごと

に最もコメントが書かれたエッセイのトップ10が掲示されるようになったものである。図5は,

2000年度後期にI WC上で白熱した英語による議論がなされた"HotTOpicsofBBS"である。こ

の期間に最も熱い議論がなされたトピックは, "Education:JapanandtheWorld"というトピッ

クに投稿された"EnglisheducationinJapanで, 40ものコメントのやりとりがなされたことが

分かる。この"EnglisheducationinJapan"というタイトルで交わされた英語でのコミュニケー

ションについては,次章で詳しく報告したい。

(7)
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Inlcractiv
writing
C。nmunit:」軸旦準圃1_I

cliCkthe letterOfthe participants first nameinitial andyou wM see a listofall the

essays and сomments they have written.

Initial:　　　　　　　　立玉虫旦f g b主i kl坦n9旦g上皇土日у坦墨ヱ互生蛙

Writing Marathon:　　Best lO ALL

K

Name E-Mail Web School

Kaori Yamamoto

Distanсe 96 km

幽　　　　　　sOphia

KaOriYamamOtо　　　也I
Distance 3 km

Kareem MOhsen　　　皿旦並

DistanCe 9 km　表m
Kazi Faisal Zaman mail

DistanCe 24 km　　　　　_

Keiji TaKahasni n旦i上

Distance 81 km

sOphia

sEcTI.ScEc0, Saudi Arabia

Chubu University

SドC

Kelli mail web FrisCO High

Distance 12 km

KentarO Sakuraqi mail　些!垣　　chubu University

Distance 12 km

Kentaro Saluraqi mail web chubu University

DistanCeЗkm 1

KOiChi Ogawa　　　　幽
Distance 48 km

SOphia

KOiChi Oqawa　　　地上
Distance 6 km

KunikO Nakamura mail

Distance 78 km

kana takarada　　　皿至山

Distance 24 km

kareem mOhssen n董Щ

Distance3km　蝣

kazi faisal zama mail

DistanCeЗkm 寡

khalid AトDOssary mai一

Distance 9 km

sOphia

sEcTI.ScEc0, Saudi Arabia

Chubu University

sEcTl,ScEc0-EAST,Saudi Arabia

Last Artiсle

2001 July26 18:40

2001 Ap川2800:З1

2001 JuIy 09 20:47

2001 July 19 12:58

2001 Juiy 28 00:17

2001 APri1 23 2З:47

2001 July04 ll:48

2001 June 27 12:27

2001 July 18 10:4З

2001 0Ct. 2409:58

2001 」ulyZ7 00:56

2001 Mayз1 ll:47

2001 June03 17:14

2001 May16 12:1.9

2001 JuIy1017:15

lnteraCtlVe Writing community Projeсt, Keio University SFc JAPAN Al一 ights sinсe 1998

http://w c. keiO.aC.jp/iwc/lWc/newbbs200 1　　　Cgi?initial=k

図3　FindaPersonのイニシャルがKの学生の投稿記銀の1ページ目
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Find an Essa軍
You can browse summaries of the essays posted during the last seven days.

Previous Week May 13 - May 19 Next Week

Lesson ThrOuqh Enalish

Category

AuthOr(SChOOl)

Date & Time

Intended Audience

YOu would study English so far.

I would not be what I am todav were it not for

MaikO Sakurai ( SOphia )

May19 14:17

ThOse who have studied English and write an English essay today.

They are сonсerned with Eng一ish muсh, and get a IOt Of things

thrOugh 一earning English.

PrObably you сou一d get something through learning English. I m

not an exception. English gave me a lesson and made me what 1 am today.

Mv favorite actor

CategOry

Author(SchOOt)

Date & Time

Intended Audience

I like the aсtor named YOusuke

forever.

After I saw

category

AuthOr(SchOOI)

Date & Time

Intended Audienсe

Mv Favorite Person

Saori Abou ( chubu University )

May 16 15:40

want tO introduсe my favorite Japanese aсtor named YOusuke

KubOzuka. He is so COOI and intelligent man. Anyway, he is niсe

guy・

KubOzuka. I've supported him sinсe he appeared in GTO. I'll support

I would not be what I am tOdav were it nOtfOr…

Lisa KudO ( SドC )

May15 12:23

PeOpie whom are interested in tO media Or the influenсe of

televisiOn. Students, who have сhanсes to learn什Om what仙e

see. Ex, сlass, televisiOn, bOOks, Intemet, their eXpenenCe and

SO On

One Of the strongest messages is tO see. There s a saying is Japan that One sight is stronger than

to hear it hundreds of times. The impact Of visual images is worldwide, nO matter what сountry;

language, and culture, people get the information and message from it. And sometimes it will be

the OCcasiOn starting tO think.

Are vOu qOina tO take 「efuqe in fOreiqn cOintrv?

category

Author(sChOOI)

Date & Time

Intended Audience

I would not bewhat I am todav were it nOtfOr...

Keisuke Hirata ( SFC )

May 15 09:З4

I wrote this essay to those who ache for foreign city and are not

pleased with Japanese One. And I wOuld 一ike tO b一ind OvertO

сhange Our city.

http://www.sfC.keiO.aC.jp/iwC/LWc/newbbs20OZs/summary.cgi?date=200205 1 9

図4　FindaEssayの1ページ目
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Hot tooiCs of BBS

Return tO tOP Page

The contributions sent within 48 hours are displayed in red.

YOU сan see the ten most interactive BBS whiсh have been receiving a lOt Of сomments at

the present time.

1. 040 respOrises in Eduсation : Japan and The WOrld "

"English educationin Jajaa虻「- Yuki K岬uqi (Sophia) NOv. 09 10:47,2000

2. 024 respOrises in "Smoking: Should smoking be allOw甲d in publiс PI_9Ces?

I m a Smoker and Non-SmOker　-- SOりsuke Utiyama (SFC) 0Ct.旦р_2З:04,2.000

3. 02З responses in ‖l wOuldДot be what I am today were it nO羊for.己二

"LOng Vaсation" -- Yuki MЧrayama (SOPhia). Oct. 10 1 5:31, 2000

4. 022 responses in -'Colleg9_畢Чdents: Should they study hard? ''

'What it is tO study" - Kentarou Ofuji (SFC) Oct. 18 23:47, 2000

5. 020 responses in LwOuld not be what I am tod声y YVere it not fOr一・-"_!.'二

三Precious Musiс''-三三YukLKunuqi (SOPhia) PCt. 1 1 1 1:37, 2000

6. 020 responses in ‖ would not be what I am today were it not for Hご

"My six friends in my yOutりful days''一三Yqsuke Sakurai (SOPhia) OC1. 1621:57^

2000

7. 019 responses in"What Makes Me SPeq畢I? "

‖GOing with friend等and rivals一二FOr叫rOductiOn''- KentarOu Ofuji (SFC) OW
02:26,20OQ

8. 017 responses in "Animal Rights: Should animals be used in eХper殖ent声? "

"NO mOre!! Animal shouldn-t be used in experiments!!!" - Natsumi InanO SO hia X

NOv. 09 1З:19,2000

9. 014 respOrises in HShOuld the U.S. bases be removed from Okinawa? "

'-The needs of the U.S bases" - Erika Nakano (SOphia) NOv. 08 00:26,2000

10. 014 responses in 'Lanquages and с邸印unications "

"cmer COmmuniCatiOn" -- KentarOu Ofuii (SFC) OCt. 2З 1 5:47, 2000

Interactive Writing community ProJeCt, KeiO University sFc JAPAN A‖ rights

reserved 1 998-2000

http://www.sfc.keiO・aC.Jp/iwC/lWC/newbbs2oOOf/besttree.Cgi

図5　日оttopicsOfBBSページ
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3.改良されたインタラクティブ・ライティング・コミュニティ(lWC)の

運用と考察

この章では,改良されたIWCを実際に活用して取り組んだ英語コミュニケーション記録を考

察し,特筆すべき点について述べていきたいo

まずはじめに,図6の「Globallssues」の"Whatistruehappiness?"での学生たちの交流記

録を見てみよう。この"WhatistruehappineSSy?"には2001年前期だけで72の投稿があり,その

内訳として11のエッセイに61のコメントが投稿されたことが分かる。また,今回の改良により,

48時間以内に投稿された記録は赤字で画面に表示されるようになったことで,どのエッセイやコ

メントが2日以内に書かれた新鮮な話題であるかが一目で分かり,よりスムーズに交流が進めら

れるようになっている。図6に掲載されている慶応大学湘南藤沢キャンパスのShinobu

Kanemotoくんの"life inaforeigncountry"と蓮したエッセイをめぐる一連の交流記録を具体的

に見てみよう。このエッセイには,まず5人の学生が異なったコメントを書いている。それぞれ

のコメントにさらに返信のコメントが続き, 1つのエッセイに対し計12のコメントが房のよう

に繋がっているのが分かる。

次に実際に,最初にコメントを書いた5人のうちの3人目のKaziFaisalZamanくんとのやり

取りを見てみよう。図7は, KanemotOくんがKaziくんの書いたコメントを読んで返信したコメ

ントの内容である。 " I am so surprisedthat I got comment from Bangladesh student!"と書いて

あるように,慶応大学の日本人のKanemotoくんが, Bangladeshへ行った体験談を踏まえて日

本の現況と比較しながら「本当の幸せとは?」について書いたエッセイを投稿したところ,コメ

ントの1人がBangladeshからの学生(しかも中部大学の留学生)で,非常に驚き返信のコメン

トを書いたのである。この後,さらにKaziくんから"ThankyoufOryourreply !"と題したコメ

ントが続くのであるが,これこそが, IWC上で日本にいながらにして国境を越えた生きた英語

によるコミュニケーションが出来る特筆すべき点の1つであろう。

(ll)
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What is true haooiness?

Return tO top рa°e

The contributions sent within 48 hours are displayed in red.

HOw tO contribute YOu「 New Essay Tree FO「m

cliсk here and putyOurnew essay The interactions are

onthis page according to the

directions.

shown in the form Ofa

tree. YOU сan easily

follow what kind of

communication is taking

p一aсe among the

members.

Number FOrm

AII essays are 一isted

aсcording tO the number

shown atthe end Of each

essay and its

COmmentary・

category 'What is true happiness? 'has 72 artiс一es. (1 1 base artiс一es, 61 responses)

Newer lOiZOIder 10

率Iife in a fOreian cOuntrv …

㌔`Re: life in a fOreian COuntrv -

Re: life in a fOrleiQn COuntr

、"Re: life in cl fOreian cOuntrv ,

、`Re: Ufe in a fOreiqn cOuntrv -

Shinobu KanemOtO CSFC) April 25 20:18

maiko ichikc】wa (SOphici) Juneの1 12:ll

-　　　-- ShinObu KanemotO CSFQ June 07 16:3Z

-一一- HanakO Kariya CSFQ Hcly 31 10:30

--- kc】zi faisc】l zclm。n (Chubu University) Mcly 16 12:19

"Re life in a fOreian cOuntrv -------- ShinObu KanemotO CSFQ May 21 17:19

Thank You for vOur rePl_∨!

㌔"Re: life in a foreiqn cOuntrv -

～・Let's think educationl ----I

、'Re: Let-s think educqtion!

一一一ーKazi Faisal Z〔iman (Chubu University) McLy 23 12:27

-　Enchx Taked。 (SFQ May ll e1:23

ShinObu KanemOtO (SFQ May ll 21:31

------ EiiChi Toked(】 CSFQ Mcty 13 04:02

hRe: Let-s think」由ucation! -一　　一ShinObu KanemotO CSFQ May 16 1の:5Z

㌔"Spiritual contents.　　--I-- horue (SFQ April 27 2の:26

㌔'wOnderful words from vOu

KeywOrds :

-- ShinObu Kanemoto (SFQ April　29 15:38

1呂rjm

InteraCfive Writing community Projeсt, KeiO University SFc JAPAN All rights

reserved since 1 998

図6 「GlObal Issues 」の"What istrue happiness?"トピックの交流記録
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Re: life in a foreign country

This is a comment on article Re: life in a foreign country'by kazi faisal zaman.

CAT[GORY:

AUTHOR:

SCHOOL:

E-MAIL:

W[B PAG[:

DATE & TIME:

lNT[ND[D R[AD[RS:

What is true happiness?

Shinobu Kanemoto

sFc

s99275sk@sfc.keio.ac.iP

May21 17:19

Hi! Thank you for your comment.

Hello. My name is Faisal Zaman- I'm a sophomore student in the Architecture Dept. of

Chubu University. I am an overseas student in Japan coming from Bangladesh.I read

your essay and found a similarity between your opinion and mine.

am so surprised that I got comment from Bangladesh student! I went to "Langabary"

whiсh was IOCated the south Of Bangladesh. In the island, I spended sO wonderful time.

Every loсal people was very kind t。 us( Japanese members). They gave me fruits that
contains muсh vitamins.

I never forget the time in Bangladesh. After you get the master Of your fieId, W= you get

baсk tO Bang一adesh? HOw is your cOIlege life in Japan? I hope you enjoy the sChOO川fe in

Japan as muсh as possible. Thank you very muсh for reading my essay. See you agaln!

TO make a сomment On this ess的

comments

Thank you for vOur rePly!　　Kazi Faisal Zaman(chubu University)　　　May 23 12:27

図7　エッセイ"LifeinafOreigncOuntry"へのコメント例

このKaziFaisalZamanくんは,中部大学の筆者の情報英語を受講してこのIWCプロジェク

トに参加していた学生の1人である。実際に彼がIWC上でどのようなやり取りをしたかを見た

い時は, 2章で説明した"Findaperson機能を使えばよい。図3のKaziFaisalZamanの部分を

クリックすると,図8のようにKaziくんの記録を詳細に見ることができる。投稿順に,投稿し

たエッセイやコメントのタイトルとその投稿したカテゴリー名,更に投稿日時と"Writing

Distance"が記録されている。 "WritingDistance"は先ほども解説したように,コメントを投稿

すると3km,エッセイを投稿すると6km与えられ,最後に合計キロ数も明記されている。これ

らの記録の下に, 1週間ごとに投稿した記録がグラフでも自動的に書き込まれていくので,一目

瞭然に各学生の投稿記録が分かるようになっている。この"Findapersonは,学生たちが自分

(13)
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や友だちの投稿記録をここで確かめられるだけでなく,教員にとっても各参加学生の投稿記録を

自分で取らなくてもこの機能を活用することで,指導やアドバイスをしたり評価をする際に大い

に役立つ機能である。

L

円

Find a parson
clickthe letterOfthe partiCipant's first nameinitiaI andyOu wH see a list

Of all the essays and COmments they have written.

Initial:　　　　旦垣玉虫旦f旦出土i虫1坦ロg jag r真土ily坦墨у壬生LL

Writing Marathon: Best lo ALL

Kazi Faisal Zaman
School :　　　　　　　　　Chubu University

WebPageURL:

E-Mail Addre aOO040@isC.chubu.ac.ip

Title

Thank you for vOur rePIv!

Comment on 'Reunion of old

c assmates

Re: Mohammed Al-Eid's "TURE

LOVE IS ALWAYS SOMETHING

YOU■R[ NOT SUR[ OF!‖

The　рOPulation eХPlOsiOn : What

w‖　we feed Our new born babies

1

Student life in Japan.

Thanks tO Tetutaro IwaOka saロ tO

read my essay.

TOtal :

category

What is true haPPiness?

cOminq-Of-Aqe ceremOnv

What is true happiness?

The Population Explosion, Food

and [merqenCv cHses : What W‖

The Future HOld?

Write about an eXрerienCe where

vOu CHed vOur heart Out.

The POPulatiOn EХplOsiOn. FOOd

and [merqenCv CHses : What WH

The Future HOid?

Time Writing
Distanсe

MayZЗЗkm
12:27(comment)

」uneO6Зkm
12:22(comment)

JuneЗЗkm
12:26(сomment)

June20-../r.
18:006km<Essay)

JulyO4-./r--
14.J16km(Essay)

July19Зkm
12:58(comment)

24km

ВelOw you can graphiсally see the total distanсe Of your posted essay and comments for

every week. YOU can use this feature tO evaluate how muсh you were engaged in lWc eaсh

week thrOughOut this semester,

図8 "FindaPerson"による1学生の投稿記録
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ここで,改良されたIWCを実際に活用して取り組んだ数々の英語コミュニケーション記録を

見ていく中で見受けられた顕著な特徴をもう1つ報告したい。次の例は,中部大学のSaOriさん

が書いたエッセイ"Myfavoriteactor"を読んだ上智大学のMasakatsuくんが書いたコメントか

らの抜粋である。 6)

Hi! I enjoyed reading your essay My favorite actor".

First of all, I think that the title Of your essa.y was very good. When I was choosing

essays to do my homework of making comment to two essays, it didn t take long time

to select yours because of your essay's title. It was very effective in drawing people s

attention.

In your first paragraph, you have wntten the speсifiс profile of your favorite actor.

This was also interesting. I had known his name but not so particularly, so I was veⅣ

happy that I became a little bit more familiar with him.

The body and conclusion Of your essay was also well-done. However, you had better

separate your body part so that we can read it more easy and plainly.

On the whole, I had a good time thanks to your essay. Thank you!

このコメントで述べられているように, Saoriさんのエッセイについて,注目を引くよいタイ

トルであったこと(タイトルの重要性)や,第1パラグラフで好きな俳優の特徴がよく書かれて

おり,本文もまとめも全体として良く書けていて楽しく読めたと評価している。その上で,本文

が1パラグラフ構成で長過ぎて少し読みづらいので, 2-3パラグラフに分けて簡潔に書きもっ

と読みやすくした方がいいのではと,今後よりよいエッセイを書いていく上でのアドバイスも行

っている。このように,教師からではなく, IWCに参加している学生たち自身が,お互いに書

いたエッセイについて評価し合い,どのように書けばもっと良いエッセイになるかをIWC上で

アドバイスし合っているのである。これこそが, IWC上で英語でコメントを書き合う中で真の

英語によるコミュニケーションがなされ,互いを向上し合うというInteractiveWriting

Communityの目指す理想的な姿の1つであると言えよう。

次に, "WritingMarathOn"に記録された学生の参加状況を見てみよう。先程"Findaperson

でも, IWCにコメントを投稿するごとに3km,エッセイを投稿するごとに6km与えられ,

"WritingDistance"として学生たちが自分や友だちの投稿記録を確かめられると述べたが,参加

学生の投稿キロ数が多い順に記録を見られるようにしたのが,この"WritingMarathon"である。

(15)
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図9は, 2001年度前期にIWCに参加した学生の投稿距離トップ10の記録である。一番多く投

稿したのは, ShinobuKanemOtoくんで, 4ケ月足らずに計129km分もIWC上で英語でのやり

取りをしたことになる。各学生がどのような内容のエッセイやコメントを投稿したかは, "Finda

person　と同様に名前の部分をクリックすると,図8のような記録を詳細に見ることができる。

この"WritingMarathon"で,自分や友だちが現在どれくらいI WCに参加しているかを客観的

に確かめられ,もっと積極的に参加しようという気持ちになったという参加学生からの反応やコ

メントも見られた。

In it ia 一: 旦巨王立皇王 g h i i 皇l .坦凸9 且g 上皇土旦у盟主 у三鎚上

R a nk ing : ВeSt 10 ALL

R a nk N a m e E - M a i W eb C h O O ー L a s t A rtie ーe

S hinO b u K an em O to m a il 出 血 S F C 2 0 0 1 J uly 2 5 1 3 :3 9

taish i kO b aV as h i m a il O ph ia 2 0 0 1 0 C t. 0 7 1 6 :0 0

D is tan ce l 1 7 k m

З 慧 浩 凹 山 s F c 2 0 0 1 J uly 2 7 0 7 :2 1

D is ta nC e 1 1 4 k m

4 坦ay吐血旦蛙旦 皿且止 w e b S F c 2 0 0 1 Ju ly 2 6 lз‥5 1

D is tan c e 1 0 8 k m

h aru e m 旦止 !Щ迫 S FC 2 0 0 1 Ju ly Z 6 l З:l З

D is tan c e 1 0 2 kis tan c e m

6 eD蜘 迫 m a il O ph ia 2 0 0 1 J uly З1 1 2 :1 7

D ーSta n Ce 9 9 k m

7 K a Ori Ya m am O tO m a il o ph ia 2 0 0 1 J uly 2 6 1 8 ‥4 0
D is ta n Ce 9 6 k m

7 辿 蜘 坦 皿 邑 S FC 2 0 0 1 J uly 2 5 2 0 ‥5 2

D ista n c e 9 6 k m

H a na ko K ariv a m …山 型迫 S FC 2 0 0 1 J uly 0 9 19 :0 З

D ista n се9 3 k m

9 N O b uv a K O ba v as hi m a il ш 迫 S FC 2 0 0 1 J uly 1 4 1 6 :5 7

D ista n Ce 9 Зk m

図9 "Writing Marathon"に見る投稿記録(2001年度前期)
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最後に, "HottOpicsofBBS"について考察してみよう。これは, 2.3の「Search機能の充実」

の節でも述べたように,それぞれの学期ごとに最もコメントが書かれたエッセイのトップ10が

掲示されるようになったものである。例として, 2000年度後期にIWC上で白熱した英語による

議論がなされた"HOtTOpicsofBBS"を詳しく見てみよう(図5参照)。この期間に最も熱い議論

がなされたトピック第1位は, "Education:JapanandtheWorld"であった。そこに投稿された

"EnglisheducationinJapan"には40ものコメントが書かれており,日本の英語教育に対して学

生たちが最も興味を持って英語で意見を交わした記録が掲げられている。続く2位以下には,

"Smoking! Should smoking be allowed in public places?", I would not be what I am today

were it not for …", "College Students: ShOuldtheystudyhard?"などが続いており,いずれも,

学生自身でお互いに重みのあるトピックに真剣に英語で議論をしているのが読み取れる。

次ページの図10は,上智大学のYukiKunugiさんが書いたエッセイ"Englisheducationin

Japan"を読んで書かれた40のコメントの1つで,慶応義塾女子高等学校のJuneOikawaさんの

ものである。 OikawaさんはKunugiさんの意見に賛成し, 「日本の英語教育は数々の点で改善さ

れなければならない,そして英語教育を小学校から始めるべきだ」と述べている上で, 「スピーキ

ングだけでなく正しい文法の知識を身に着けることの重要性」も強調している。そして結論で,

「スピーキングと文法の両方を身に着けることで,英語でエッセイが書けたりスピーチができる

地球人を育てることができるであろう」と,我々英語教師が言わんとしていることを,このIWC

上で学生たち自らが真剣に英語で議論し合っているのである。

(17)
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Re: English education in Japan

CAT[GORY:

AUTHoR:

SCHOOL:

E-MAIL:

WEB PAGE:

DATE & TIM[:

_ReturritOtODPaqe

771is is a comment on article即卿坤㊥血Jaрan ′by YukiKunugi.

Education:Jaoan andTheWorld

JuneOikawa

KeioGirlsHigh

qLIruauru32@hotmail.com

Feb.ZI 00:15

I enjOyed reading your essay.

I don t support the system of English education inJapan. Many Japanesepeoplecan 't speak andlisten English. What is the cause of this

problem? I think the cause is the system of English education injunior high schooland high school. We have to communicat糾,7th many

foreignpeople.English is the commorianguageinthis world, so we have to learn English.

I agree to your idea that English education in Japan has tO be improved. In these days, speaking English

is indispensable, however, it is also true that many Japanese people are not good at speaking English.

Second,English educatiorBhouldbe sfartedfrom elementaryschool, I think. It is importantfor peoplewho srudyforeign languagero get

used to foreign languag&rom childhoods think studyingforeign languages as importan tas s tudyingmo therlanguagefrom no w.

I strongly support your idea that English eduсation should be started from elementary sChOOI. I think

that One of the reasons Of Japanese peopie not able tO speak is that we think tOO muсh. When I try tO

speak English, many thoughts go across my mind: is this grammar right? Is this word pronounced

сorrectly? And sO On. Though I had the right sentenсe in my head f Often hesitate tO start a vVOrd.

Getting use to the foreign language from the childhood may solve this problem. I also think that it is

important tO make an environment, which we have tо speak English. In Japan, we are never forced tO

speak foreign language. In Order for us tO be able to express Our Own assertion, I think we need to have

a program 一ike "discussion,　at schOol. By just repeating ready-made dialogues, we never сan Crеate

Our Own eXp「essiOns and speak from heart.

I think communicatingvith foreign people is very important. English is a worldwide language. Wehave to speak and Usren English from

now. I think thesystem ofEnglisheducationinJapanshouldbe changedn order to increaseJapanesepeoplewhocanspeakEnglish well.

There is another point that I want tO state. Speaking English is very important, however, we a一so have

tO remember that having right knowledge in grammar is as important as speaking. I have been living in

the State for about 4years・ From my experienсe know that there are many peOpie who speak [nglish

as mother tongue and do not know the grammar. The purpose Of learning English is tO be able tO use it

freely in internatiOnal sOciety・ VVe are expeсted to speak intelleCtual English, and Iearning grammar is

essential.

ln conclusion, I think English eduсation has to be improved in Oral part, and also keep up Iearning

grammar. I believe that being compatible with both speaking and grammar is what is expected now for

English eduсation in Japan. I think filling up these COnditiOns would rear global person who can write

essay and make a speech in English.

http://www.sfC.keiO.ac.jp/iwc/lWc/newbbs20oOf/artiс一e.cgi?id-1 59 1

図10 "English education in Japan"へのコメント例(HOttOpicsOfBBSより)
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4.おわりに

1998年4月から開発を手掛け現在に至るまで,様々な改良および実践を重ねる中で,特に

1999年9月(第4期)以降,このインタラクティブ・ライティング・コミュニティは数々の点で

より充実したものとなった。7)慶応大学,中部大学をはじめとする日本の大学のみならず,アメ

リカ合衆国,韓国,サウジアラビアなどの海外の大学からの参加で,英語によるコミュニケーシ

ョンの輪も広がり質的にも量的にもより充実したものとなった。しかも大学生だけでなく,慶応

義塾女子高等学校, FrisCoHighSchoOI (アメリカ合衆国)などの高校生もこのIWCの輪に入

り,高校や大学の枠を越えた中身の濃い英語による交流がなされるようになった。学校やクラス

の枠だけでなく,学生と教員の枠も超えた英語による地球規模のコミュニケーション共同体へと

成長を続けている。この工WCには,ここ2-3年毎学期1,000以上の英語のエッセイが投稿され,

2002年5月30日現在43,203以上のアクセス数に達している。

ただし,今年で5年目に入ったIWCも,今以上に使いやすく効果的な英語教育活動の場にな

るよう常に改良を進めていかなくてはならない。しかも,海外の学生からの参加が以前より増え

たとはいえ,まだその数は限られている。今後さらに海外の学校への参加を呼びかけるとともに,

IWC上でより多くの国々の学生の間で生きた英語による異文化コミュニケーションが行われる

よう絶えず努力を続けていきたい。

(19)
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注

*本稿は,大学英語教育学会第40回全国大会(2001年9月)での研究発表, 「インタラクティ

ブ・ライティング・コミュニティを活用した英語コミュニケーション教育」の内容に加筆お

よび修正を加えたものである。

1)このIWCサイトは慶応大学藤沢湘南キャンパスのサーバー上にあり,運営は主として慶応大学非常勤

講師の水野氏と学生アシスタントによってなされている。

2) 『中部大学国際関係学部紀要』第24号, pp. 145-164。

3)詳しくは, 「インタアクティブ・ライティング・コミュニティ(IWC)の開発と実践」の「4.IWC

の問題点および今後の課題(pp.161-162)」を参照されたい。

4)詳しくは, 「インタアクティブ・ライティング・コミュニティ(IWC)の開発と実践」の153ページに

掲載された「図4 InteractiveWritingCommunity (IWCjのインデックスページ」,および

http://www.sfc.kelo.ac.jp/iwC/IWC/index_1999s.htmlを参照されたい。

5) 『中部大学国際関係学部紀要』第24号, p. 156。

6 )詳しくは, http://www.sfc.kelo.ac.jp/iwc/IWC/index_2002s.htmlの[Writing for PIeasure」の"My

Fa.vonte Person　を参照されたい。

7) 1998年4月からの現在に至るまでの記録は, IWCのインデックスページ(http://www.sfc.kelo.ac.jp/

iwc/IWC/)の"Achievement"を参照されたい。
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